
（（参参考考））第第４４次次産産業業革革命命にに対対応応ししたた訓訓練練にに係係るる指指導導員員研研修修  

（（１１））第第４４次次産産業業革革命命のの概概要要  

第４次産業革命（以下「４革」という）の進展に伴い、企業内や企業間においてフィジカル世界（現

実世界）とサイバー空間（デジタル空間）の相互連携が進み、新しい価値を生み出す社会へと変化して

います。 
ものづくりの現場においても、その実現のため①現場（フィジカル世界）にある多様な情報を IoT で

収集、②データをクラウドに蓄積、③AI 等を駆使して分析、④分析結果をフィジカル世界にフィードバ

ックする一連のサイクルを構築することが必要です。（図１参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ ４革イメージ図 

 
（（２２））求求めめらられれるる指指導導員員  

近年、上記①～④のサイクルを回し４革に対応するため、企業の人材ニーズ及び人材育成ニーズにお

いてπ型人材のニーズが高まっています※１。そのニーズに対応するためには、指導員もπ型人材を育成

することが求められています。なお、４革に対応した指導員におけるπ型人材とは、これまでに培った

A.専門分野の技能・技術に加え B.幅広く横断的な知識及び C.４革対応の技能・技術を兼ね備え、課題

を解決できる能力を持った人材のことを表します。（図２参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ ４革に対応するπ型人材  
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※１ 出典：（一社）日本機械工業連合会「平成 30 年度 IoT・AI 時代のものづくりと人の役割変化への

対応調査研究報告書」http://www.jmf.or.jp/houkokusho/2046/3.html 
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（３）第４次産業革命への対応に必要な指導員の研修体系（Ｐ４８～Ｐ５３） 

「第４次産業革命への対応に必要な指導員の研修体系」は、本要項の中から４革対応の技能・技術要

素となる研修を抜き出し、指導員の専門分野から必要な研修を探し易くするために作成したものです。

（図３参照） 
本体系図は、製造業分野（Ｐ４８～Ｐ５１）、情報通信分野（Ｐ５０～Ｐ５１）、建設業分野（Ｐ５２～

Ｐ５３）と分野別になっており、縦に指導員の専門分野、横に４革の一連のサイクル（図１参照）とし

て必要な技能・技術要素となる研修を記載しております。４革対応におすすめの研修パッケージ（Ｐ

４６～Ｐ４７）と併せてご活用ください。 
 

 

図３ 第４次産業革命への対応に必要な指導員の研修体系の見方 
 

 

（４）４革対応研修のお薦めパッケージ 

 第４次対応研修を選んでいただく際の参考として、複数の研修コースを目的ごとにまとめた研修パッ

ケージを作成しました。上記（３）の研修体系（Ｐ４８～Ｐ５３）を踏まえて、４革への対応に取組み

易い研修コースを選定していますので是非ご活用ください。 
 なお、４革への対応の取組は、専門性の異なる複数の指導員での対応になると思われますので、本パ

ッケージにつきましても各施設で計画的に複数の指導員で研修コースをご受講していただくことをお勧

めします。 
 また、本パッケージは研修を選んでいただく際の参考として記載しております。本パッケージの研修

コース以外にも上記（３）の研修体系（Ｐ４８～Ｐ５３）に多くの研修をご用意しておりますので、他の

研修コースも是非ご受講ください。 
 
 
 
 

サイクルの流れ（図１） 
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① サイバーフィジカル生産システムの研修パッケージ（３パッケージ）  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②サイバーシステムの研修パッケージ  

目的：サイバーフィジカル生産システムで設備の状態やモノの所在を見える化し、工程や作業の最適化ができる技術者を育成したい 

内容：サイバーフィジカル生産システムにおけるデータ収集・可視化・分析 

① 

② 

③ 

目的：データを自動収集し、AI による分析を応用できる技術者を育成したい 

内容：クラウドコンピューティング・AI・IoT 

③データ活用の研修パッケージ  

目的：サイバーフィジカル生産システムにおいてフィジカルシステムをサイバーシステムと連携して運用ができる技術者を育成したい 

内容：フィジカルシステムをサイバーシステムと連携させるための技術 

①フィジカルシステムの研修パッケージ  

（第４次産業革命に対応した職業訓練指導員（ﾃｸﾉｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ）の育成等に関する研究会より） 
図４サイバーフィジカル生産

システム概要への研修パッ

ケージの対応（以下参照） 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ ＋ 

 
 ② ＢＩＭの研修パッケージ（２パッケージ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記の第４次対応訓練に係る指導員研修に関する内容（研修体系、研修パッケージ等）は、令和元年

度及び令和２年度に開催された「第４次産業革命に対応した職業訓練指導員（テクノインストラクタ

ー）の育成等に関する研究会」において作成したものを参考としております。 

②サイバーシステムの研修パッケージ 

目的：サイバー空間上で十分に検討を重ねた設計図を作成できる技術者を育成したい 

内容：BIM、3D スキャナー、建築設計 

目的：BIM データや IoT 機器を活用して、現場作業を効率化できる技術者を育成したい 

内容：BIM データの作成、現場での活用技術 

①フィジカルシステムの研修パッケージ 

＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ ＋ 
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 ② ＢＩＭの研修パッケージ（２パッケージ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記の第４次対応訓練に係る指導員研修に関する内容（研修体系、研修パッケージ等）は、令和元年

度及び令和２年度に開催された「第４次産業革命に対応した職業訓練指導員（テクノインストラクタ

ー）の育成等に関する研究会」において作成したものを参考としております。 

②サイバーシステムの研修パッケージ 

目的：サイバー空間上で十分に検討を重ねた設計図を作成できる技術者を育成したい 

内容：BIM、3D スキャナー、建築設計 

目的：BIM データや IoT 機器を活用して、現場作業を効率化できる技術者を育成したい 

内容：BIM データの作成、現場での活用技術 

①フィジカルシステムの研修パッケージ 

＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ ＋ 
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